
日本は、南極で何を観測しているのだろう？
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南極点 年間約50mm
（砂漠なみ）

約14,000km

氷厚（棚氷含む）

最 大 氷 厚

氷 の 量
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地球の未来を読み解くために、
世界が、南極観測に取り組んでいます。

南極大陸データ

南極点にはためく南極条約原署名国の国旗は、この大陸の平和の象徴P.Fretwell et al. (2013, The Cryosphere)他
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南極大陸の広さは日本の約37倍におよびます。

各国の越冬基地と日本の基地（2017年現在）
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Jezek,K.,and RAMP Product Team.2002.RAMP AMM-1 SAR Image Mosaic of Antarctica.
Fairbanks,AK: Alaska Satellite Facility, in association with the National Snow and Ice Data Center,Boulder,CO.Digital media.
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人類共通の財産、南極。
　南極　　この氷の大陸に人類が第一歩を踏み出してから、

すでに2世紀近くの歳月が流れました。かつては探検家の夢

であり、国家の威信を誇るステージであり、ときには領土権争

いの対象でもあったこの大陸で、いま、人類は手を取り合い、

さまざまな自然現象の中から、地球の過去を知り、未来を予

測しようとしています。人間活動がほとんど行われていない南

極は、地球環境を正確にモニターできる、地球上でも希有な

場所だからです。世界各国は、お互いに協力しあって観測や

研究を進め、その成果をもとに地球環境の変化を監視してい

く必要があります。そのためには、南極を誰のものでもない、

人類共通の財産として守っていかなくてはなりません。

南極の未来は、人類の未来。
　南極で観測される地球環境のデータは、ある特定の国や地

域だけに影響を及ぼすわけではなく、人類全体にかかわってき

ます。例えば、南極の巨大な氷床には過去の気候変動の記

録が、その下に広がる岩盤には地殻変動の記録が、そして南

極で大量に見つかった多様な隕石には太陽系の記録が保存

されています。これらの記録を分析して、地球の過去から現

在までの変動の様式とそのメカニズムを解明し、将来予測に

役立てることができます。

　さらに地球上の淡水の約7割が氷床として存在する南極

は、それ自体が地球の温暖化を制御する巨大な冷源の役割を

担っています。また南極大陸沿岸で生産される塩分濃度が高く

かつ冷たい海水は、地球を循環する海流の起点となって世界

中の海を駆け巡り、地球各地の気候に大きく影響します。

　南極は、日本から遠く離れた氷の大陸ですが、その挙動は、

私たちの生活と深く関わっています。だからこそ、ここで一体何

が起きているのか、注意深く監視することが必要なのです。

1956年11月8日、第1次南極観測隊を乗

せた「宗谷」が東京晴海桟橋を出港、

日本の南極観測が始まりました。翌

1957年、欧米の観測拠点の多くが集積

する西南極とは異なる自然環境を有す

る東南極に昭和基地を開設。以後60年

にわたり、日本は南極での観測を続け

てきました。この間、みずほ基地、あす

か基地、ドームふじ基地を開設し、活

動の場を内陸にも広げました。オゾン

ホール、隕石、コケボウズの発見、深さ

3,000mを超える氷床掘削、オーロラの

発生機構の解明などは日本の観測隊

の大きな成果であり、そのデータは世界

に共有され、地球環境保全やサイエン

スの発展に貢献しています。

2018年現在、53カ国が加盟する南極条

約。その効力は南緯60度以南の地域に

及びます。日本は12カ国の原署名国の

一つとして、1961年の条約発効以来そ

の一翼を担ってきました。南極条約の

理念は「領土権の凍結」、「軍事利用や

軍事行動の禁止」、「核爆発、放射性廃

棄物の処分の禁止」、「科学的調査の自

由」などをその柱としますが、毎年開催

される南極条約協議国会議では、それ

らに加えて南極地域の環境保護につい

ても協議が進められています。最近で

は、年々増加する観光ツアーやバイオ

プロスペクティング（生物資源活動）へ

の対応など、新たな問題解決に向けて

の検討も始まっています。
アルゼンチンで開催された第40回南極条約協議国会議（2018年5月）

日本の南極観測の歩み

南極条約と環境保護
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第1次南極観測隊では犬ぞりも移動手段のひとつだった
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日本の南極観測の最前線が昭和基地

です。1957年1月29日、第1次南極観測

隊によって東オングル島に開設されまし

た。開設当初わずか4棟のプレハブ建

築からスタートした基地は、今やおよそ

70棟に拡大し、様々な観測機器を備え

た科学基地になりました。じつは、この

基地が日本のプレハブ建築の第一号。

短い工期で機密性の高い住環境を実現

するその技術は、その後、住宅建築にも

応用されています。自然環境への悪影響

を最小限に抑えるため、先進の省エネ

技術もいち早く導入されてきました。発

電機の余熱を回収して温水として有効

利用するコージェネレーション・システ

ムは第1次隊から採用されています。

日本の南極観測の最前線、「昭和基地」

昭和基地

第1次南極観測隊で建設された建物
（1957年）

基本観測棟。気象棟、地学棟、電離層棟、
環境科学棟を統合（2019年完成）

日本は南極で、地球の環境、生命、
そして宇宙を見つめています。



日本の南極観測は、国家事業として

政府が定めた南極地域観測隊6ヵ年

計画に沿って進められています。

2016年度の第58次南極地域観測か

らは、第IX期６ヵ年計画がスタート。

「南極から迫る地球システム変動」を

重点研究観測のメインテーマとして、

科学的意義や社会的要請、国際的役

割が高い分野横断型の研究観測を実

践しています。次ページ以降でご紹介

する「大型レーダーによる大気観測」

「深層暖水海の観測」「深層氷床掘

削」は、その一例です。さらに諸外国

との国際連携や観測成果の情報発

信、教育現場との連携なども取り入れ

た幅広い活動も展開しています。

6ヵ年計画に沿って進められる南極観測
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日本の歴代の南極観測船の砕氷能力

は、世界屈指です。分厚い海氷に覆わ

れ、他国からは接岸不可能と言われる

エリアに昭和基地を開設できたのは、

その能力があってこそ。とりわけ2代目

「しらせ」は、厚さ1.5mの氷を連続して

砕いて進むことができます。その能力に

よって、他国の観測船では不可能な厚

い海氷域での観測を実現し、数々の

成果を上げてきました。未知の底層水

の発見や、沖合から流入した暖かい海

流が氷河を融かしている証拠を見つ

けたことは、その成果のひとつです。

世界屈指の砕氷船、「しらせ」

貨物搭載量は1,100t。初代しらせに比べ100t増加し、
大型ヘリコプター2機が搭載されています

6ヵ年計画のひとつ氷床掘削

©海上自衛隊

知のフロンティアを切り拓く、日本の南極観測

　日本の南極観測は、昭和基地をマザーステーションとし、空、

陸、氷、生物等、それぞれの専門家が協働し、分野を横断して

実施されています。現在行われている主な研究・観測活動の概

要と、それらが目指すものについてご紹介します。

　

● オーロラや大気の観測

　極地特有のオーロラの観測や、昭和基地に設置された大型

大気レーダーなどを駆使して、南極上空の超高層での大気の動

きや、宇宙に及ぶ地球全体の大気の変動の仕組みの解明に取

り組んでいます。

● 雪や氷の観測

　雪、氷、大気、水やエアロゾルなどの観測を通じて、地球全体

の海面上昇の可能性を探っています。また、南極の氷床を掘削

し、過去72万年前から現在までの気候変動を明らかにしまし

た。さらに古い氷を求めてプロジェクトが進んでいます。

　

● 大陸の変動や隕石の観測

　南極大陸の基盤や南極海の海底の様々な観測を通じて、

ゴンドワナ大陸の進化や分裂、氷床や海面変動、さらに内陸

山岳地域の観測から、氷床の消長に伴う環境変動の解明を

目指しています。隕石探査も重要な観測テーマです。

　

● 生物の観測

　南極域に生息する生き物（ペンギン、アザラシ、海鳥、プラ

ンクトン、魚類、コケ類や地衣類など）の分布や生態を観測し

ています。動物にカメラやデータロガー（記録計）を装着しての

バイオロギングも盛んに行われています。



南極の特殊な気象条件が重なってで

きるオゾンホール（オゾン層が薄くな

る穴のような場所：右図の灰色の部

分）は、地球に降り注ぐ紫外線を地上

まで通過させ、生物等に多くの悪影響

をもたらすと考えられています。

1982年に日本の南極観測隊がオゾン

ホールを発見して以降、オゾンホール

の原因であるフロンガスの使用が世界

的に規制されました。現在オゾン層は

回復傾向にありますが、実はオゾン

ホールには南極の温暖化を抑制してき

たという一面もあります。このオゾン層

の回復は、どのように地球全体に影響

を及ぼすのか、継続的な観測が求めら

れています。

ポストオゾンホールの時代

PANSYとオーロラ

2000年に最大を記録した後、縮小傾向を示しており、2017年には最小になりました　

「昭和基地」では、地球大気の変動
メカニズムを解明しようとしています。

2000年

薄い 濃い

2017年 気象庁C

昭和基地★★昭和基地★

0 70 100 130 160 190 220 250 280 310 340 370 400 430 460 490 520
[m atm-cm]

オゾン層の濃度
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2015年頃から、太陽の活動が弱まっ

ている兆候が見られます。それを象徴

するのがコロナホールです。コロナ

ホールとは、太陽が磁場を放出してい

る領域のことで、2019年現在、その面

積は過去に例がないほど大きく拡がっ

ています。コロナホールから宇宙空間

に放たれた大量の磁気は、やがて地球

に到達します。それは、上記の宇宙天

気のコラムでご紹介したような障害、

さらには人工衛星の墜落などの「災

害」を巻き起こす可能性も指摘されて

います。そんな状況に備えるために、

南極での超高層大気とシミュレーショ

ンの融合による、予測のさらなる精緻

化が求められています。

地球と宇宙のつながり　宇宙災害

南極の上空では何が起きているのか？
南極上空ではオーロラをはじめ、極域固有の自然現象が起

きており、それらは地球環境の変動と密接に関係しています。

1982年に日本が発見したオゾンホールもそのひとつです。

当時と比べると南極における日本の大気観測はさらに精度

を高め、気球を用いた大気の観測、多彩なレーダー類の導

入、国際共同プロジェクトへの参画などによって、より広範

で精緻なデータが取得できるようになっています。

PANSYの導入で見えてくる未来
南極唯一・最大を誇る大型大気レーダー「PANSY」は、

2015年から本格運用が始まったプロジェクトです。南極最

大のレーダーと聞くと、巨大なパラボラ状のレーダーをイメー

ジするかもしれませんが、PANSYは小さなアンテナの集合

体。野球場ほどの広さに設置した1,045本のアンテナをネッ

トワーク化し、1つの大気レーダーとして稼働させる仕組みで

す。このレーダーの誕生によって、地上1～500kmに及ぶ大

気の動きを、1分毎に高精度・高解像度で観測できるように

なりました。気候変動のカナリアとも言われる極中間圏雲の

発生や、ハイドロリックジャンプ（大気中の上下方向の激し

い動き）発生時の大気の動きなどの観測の成功も、導入成

果のひとつです。　

中長期的に積み重ねた観測データを解析することで、極

域特有の大気現象のみならず、地球全体の気象・気候システ

ムの解明につながると期待されています。

Super DARN短波レーダー網は、

11ヵ国からなる国際共同プロジェク

トです。昭和基地の2基をはじめ、

全世界で35基を越えるレーダーの

視野が、極域および中緯度地域を覆

うように配置されており、地球規模

の超高層大気や宇宙の天気図を

時々刻々得ることができる唯一の

観測手段です。宇宙天気の乱れは、

オーロラや地磁気嵐に関係するだ

けではなく、通信障害、大規模停

電、人工衛星の故障や宇宙飛行士

の放射線被ばくなどにつながる危

険もあります。宇宙で今何が起きて

いるかを知る重要性は、今後、さら

に高まっていくでしょう。

宇宙天気図　唯一の観測手段

太陽活動の極小期を示す拡大したコロナホール（黒く開いた部分）

昭和基地東に位置するレーダー

従来の観測機器にPANSYを加えることで、観測領域が拡大し、多彩な物理量を
組み合わせた解析が可能になりました

電子密度 
大気の運動
波動（重力波・潮汐波）

温度・密度  
エアロゾル・雲

PANSY 気球ライダー オーロラ
全天カメラ

MF
　レーダー

対流圏

成層圏

中間圏

熱圏
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オーロラ
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南極では海水が凍った海氷が大量に

生産されますが、その際に海水中の塩

分が氷から大量に吐き出されること

で、低温かつ高塩分の重たい水が作ら

れます。この水は、海底に向かって沈

み込むことで右図のように底層水とし

て全世界の海洋深層に広がっていくの

です。もしこの底層水の生成が減少す

ると、海流の駆動力がストップしてしま

うため、全世界の気候にも大きな影響

が及びます。日本の南極観測隊は、最

近の観測で未知の底層水の生産現場

を発見しました。気候変動が底層水の

生成にどんな影響をもたらすのか、そ

れは私たちの暮らしにどのように影響

するのか。研究が進められています。

気候変動の鍵を握る南極底層水

しらせ氷河沖での海洋観測

海の水は、約2,000年をかけて地球を循環しています

浮上

表層海流

深層海流

沈み込み

南極

底層水

浮上する海流底に潜り込む海流

「しらせ」は、南極の海流に隠された
海面上昇の兆しを観測しています。



北極では、氷が減ってホッキョクグマ

の生息域がどんどん狭くなり、ホッキョ

クグマが絶滅するのではないかと心配

されています。南極のペンギンはどう

なのでしょう？ ペンギンの親鳥は、海

でオキアミや魚を捕まえて胃の中に

溜め込み、巣に戻って雛に与えます。

巣は海岸にあるので、その周りが厚い

氷に覆われていると、親鳥は氷の割れ

目を探して長い距離を移動しなければ

なりません。逆にもしも氷が少なけれ

ば、巣の目の前で海に入れるので、子

育ては楽になります。その年のオキアミ

や魚の量にもよりますが、ペンギンに

とっては氷が減ることはありがたいこ

とかもしれません。

海の氷が減ると南極のペンギンは困るの？
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海に飛び込むアデリーペンギンの群れ

南極海

大陸棚

氷山
氷河

← 氷山流出

極海

大陸棚

氷山
氷河氷河氷氷氷

流出← 氷山← 氷山

深層暖水海
（暖かい水のかたまり）

南極の氷は融け始めているのか？

　南極における地球温暖化の影響を考えたとき、私たちが

まず連想するのは、気温の上昇によって南極の氷が融け出し、

地球全体の海面が上昇していくことでしょう。実際に、現在

南極にある氷が全部融けると、海面は60mも上昇すると言わ

れています。それは、南太平洋のツバルやキリバスのみならず、

日本の国土の多くも海の底に沈むことを意味します。一年を

通じた南極の平均気温はマイナス14℃くらいなので、平均気

温が 1℃上がっても、南極の氷が急に融け出すことはありま

せんが、予断を許さない状況です。さらに、最近は海流の

影響も注目されています。海流は約2,000年かけて地球を循

環していますが、温められた海流が南極の海に流れ込むと、

南極の氷を底から融かす可能性もあるのです。

　2016年、日本の南極観測隊は、「しらせ」による海洋観測で、

沖合から流入した温かい海水が氷河を融かしている証拠を見

つけました。これが、地球規模の環境変動にどのような影響を

もたらすのか。検証には長期間にわたる継続的な観測が必要

です。南極観測の重要性は、ますます高まっているのです。

過去から学ぶ、海面上昇の可能性

大陸氷床の調査

将来の海面上昇を正確に予測するこ

とはなかなか難しいのが現状ですが、

地球の歴史をさかのぼって、過去の南

極氷床の変動を知ることが重要です。

このためには、南極内部の山々に残さ

れる氷河地形を調べることが有効です。

これまでの結果から、現在我々が直面

している温暖化はとても急激で、過去

のように緩やかな変化ではないことが

わかりました。つまり、今後の南極氷

床の融解による海面上昇はかつての

レベルを超えて大きくなる可能性があ

ると言えます。今後は、湖や浅い海の

底に残された地形や堆積物を調べる

ことにより、さらに精緻に過去の氷床

の動きを復元していきます。



なぜ、「ドームふじ」で氷を掘るのか？ 
ドームF

（次の掘削候補地域〈標高3,750m〉）

ドームC
ドームA

昭和基地

100万年以上前
の空気を含む氷

岩盤

掘
削
↓

地球温暖化
解明の大きな
ヒント

ドーム
ふじ基地

氷の深さを測定する“アイスレーダー”を備えた雪上車

「ドームふじ」では、氷床に眠る
気候変動の謎を掘り下げています。

南極には、氷が厚く堆積して表面が盛

り上がった「ドーム」と呼ばれる場所

がいくつかあります。そのうちの一つが

昭和基地から内陸1,000kmに位置する

「ドームふじ」です。1995年、日本はこ

の地点にドームふじ観測拠点を開設

し、2004年にドームふじ基地と改称さ

れました。ドームふじ基地の標高は富

士山より高い3,810m、氷床の厚さは

3,000mを越えます。日本はこの地点で

氷床掘削を開始し、2007年、3,035m

を掘り抜いて今から72万年前の氷を取

り出すことに成功しました。この氷の解

析によって、過去の気候変動の様式や

そのメカニズムを明らかにすることで、

将来予測に役立てることができます。
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現在南極では、複数の国が氷床掘削を

進めています。ドームC（左ページの図

参照）にあるコンコルディア基地で

は、フランスとイタリアの合同チームに

よって、これまでもっとも古い80万年

前の氷が掘削されました。ドームAに

ある崑崙（コンロン）基地では、中国

が掘削を進めています。古い氷が手に

入れば、より古い時代の環境変動を知

ることができます。それを求めて各国

がしのぎを削っていますが、アイスコ

アを1本だけ掘れば確かな情報が得ら

れるわけではありません。世界の国々

が協力して、異なる地域で複数のコア

を掘削し、詳しく比較する必要がある

のです。

ドームC、ドームA、各国との連携？競争？

最古の氷“Oldest Ice”を求めて
「ドームふじ」で行われているのは、太古から現在に至る地

球規模の気候変動の調査です。それを知るために氷床を表

面から岩盤近くまでくりぬき、数10万年にわたって堆積した

南極の氷を「氷床コア」と呼ばれる直径10cmの円柱状のサ

ンプルとして採取しています。大気や遠くから運ばれてくるさ

まざまな物質が冷凍保存されている氷床コアの掘削によっ

て、その時代のまま変質していない物質を取り出すことがで

きるのです。2007年に、日本の南極観測隊は3,035mの深

さまでの氷床掘削に成功し、今から72万年前の氷を手に入

れました。72万年前から現在まで、地球はどのような変遷を

経てきたのか、氷の中にその答えが隠されています。その意

味では、南極の氷は地球のタイムカプセルといえます。

気候の大変動の謎にも迫る
南極には72万年前よりもっと古い氷が存在します。それ

を取り出すことで、さらに昔の情報を入手したい。多くの研

究者の希望を背景に、Oldest Iceの掘削に向けた新しいプ

氷床コアが明らかにする過去72万年の気候変動

右のグラフは、氷床コアを分析するこ

とでわかった過去72万年分の南極の

気温の変化と氷期と間氷期のサイクル

の推移を示しています。地球の気温は

上がったり下がったりを繰り返してい

ます。約40万年以降はおよそ10万年ご

とに温暖な間氷期が訪れており、現在

は間氷期の時代です。周期的な間氷

期は、地球が太陽の周りを回る公転

軌道の変化と地球の自転軸のぐらつ

きや地軸の角度の変化によるものと

考えられています。ただ、約40万年前

を境に、その前と後では変動の様式に

違いが見られます。これは一体何を反

映しているのか、今後の解明が待たれ

ます。

万年前万年前万年前万年前万年前万年前万年前万年前現在 10 20 30 40 50 60 70 80

-400

-420

-440

-460
（‰）

過去72万年前から現在までのアイスコアの水素同位体比（気温の指標）の変動グラフと
氷期と間氷期のサイクルの推移 

第60次隊のドームふじ調査　ノルウェーと日本の合同チーム

ロジェクトが動き出しています。およそ100万年前を境にし

て、氷期－間氷期サイクルという気候の大変動の周期が4

万年から10万年に変わりましたが、その理由が全く分かっ

ていません。この謎を解き明かすにはOldest Iceを掘り出

し、それに記録されている過去の二酸化炭素濃度や南極

の気温を読み解く必要があります。過去の気候変動のから

くりを理解することは、人類が、未だ経験したことのない

未来に備えるための一助となるはずです。

アイスコアの
水素同位体比（気温の指標）（‰）

未知領域

間氷期 氷期



日本の南極観測隊は、「環境保護に関

する南極条約議定書」に従って、さま

ざまな環境対策を実施しています。た

とえば、基地で排水される汚水は、合

併浄化槽で処理し、浄化した上で海

洋に放流。残った汚泥は日本に持ち

帰って処理します。また、固形の廃棄

物は全て日本に持ち帰ります。自然エ

ネルギーの活用も進められています。

その象徴が、2010年から運用が始

まった自然エネルギー棟です。自然エ

ネルギー棟で取り組んだ「エネル

ギー」「環境」「防災」「長期利用」と

いうテーマは、持続可能性が求められ

るこれからの日本の住まいづくり、街

づくりへも活かされていくはずです。

南極観測の環境対策

南極発の研究や技術が、
さまざまな分野に波及しています。

ウェッデルアザラシに小型記録計を
装着している生物研究チーム

自然エネルギー棟



「教育の現場に南極を」というコンセ

プトの下、南極観測では多様な取り組

みを行っています。2009年から始まっ

た教員南極派遣プログラムでは、公募

で選ばれた現職の教員が、南極観測

隊の一員として昭和基地から衛星回線

を使って、「南極授業」を実施。越冬

隊員は、昭和基地から国内の学校に向

けて「南極教室」を行っています。他に

も、生徒自身が、南極での観察や実験

を提案する「中高生南極・北極科学コ

ンテスト」も2004年から実施していま

す。これらを経験した子ども達が、やが

て日本のサイエンスの未来を担う研究

者や観測隊員として、極地で活躍する

ことが期待されています。

教育にも波及する南極観測
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南極観測と宇宙探査には、実は大き

な繋がりがあります。過去には、南極

と宇宙という閉鎖環境における医学

研究を共同で実施したり、南極観測隊

用に開発されたフリーズドライ食品が

宇宙飛行士の食事に採用されたことも

あります。現在は、将来の有人宇宙探

査に向けた居住ユニットの機能実証

を、宇宙航空研究開発機構（JAXA）

と協力して進めています。建築経験の

ない隊員でも短期間で組み立て可能

であり、マイナス40℃を超える過酷な

自然環境に耐える気密性が求められる

南極観測基地の建築ノウハウは、まさ

に宇宙基地に必要とされる要素と重な

ります。南極で磨き抜かれてきた建築

ノウハウが、「宇宙基地」に結実する

のは、決して夢物語ではありません。

南極観測から宇宙へ

サイエンスの明日を拓く、南極観測

　南極では、常に新しいテクノロジーが試され、磨かれてい

ます。その成果は、南極以外のサイエンスの発展にも貢献し

てきました。そのいくつかをご紹介しましょう。

　　　
● バイオロギング

　野生動物に小型の記録計やビデオカメラを取り付け、人間

の目の届かない動物の行動や生態を調査する手法です。南極

ではバイオロギングの手法を使ってペンギンやアザラシを研究

した例が数多くあります。例えば、ペンギンが海中でどうやっ

て魚やオキアミなどの獲物をとるのか、どのくらいまで深く潜

るのか、またその行動範囲は？といった疑問が、この手法で

次 と々明らかになりました。バイ

オロギングの発展に重要な役割

を果たしたのが、南極での観測

を積み重ねてきた日本の研究者

たちです。小型の記録計を使っ

た動物の生態観察をバイオロギ

ングと呼ぶことになったのも、

2003 年に日本の国立極地研

究所で開催されたこの分野で初

めての国際会議の席上でした。

● 無人航空機

　近年、様々なシーンで無人航空機を用いた観測が盛んに

行われるようになりました。実はこの観測手法を確立し、有

効性を実証したのは日本の南極観測隊。2015 年には、無

人航空機、有人航空機のい

ずれとしても前例のない高度

22km の南極成層圏エアロゾ

ルのサンプルリターンに成功

しています。

  
● 南極隕石研究から「はやぶさ2」

　小惑星「リュウグウ」への着陸を目指してミッションを続

ける小惑星探査機「はやぶさ２」の目的のひとつに、宇宙

での生命の原材料物質の解明があります。じつは、南極で

これまで大量に発見された隕石のふるさとは、ほとんどが

小惑星帯であり、その中にはリュウグウ起源の隕石も含ま

れているかもしれません。将来、「はやぶさ２」が持ち帰っ

たサンプルと南極隕石の研究

から、新たな太陽系の歴史、

とりわけ生命誕生の謎に迫る

成果が生まれることが期待さ

れています。バイオロギングで明らかになった
ウェッデルアザラシの海中の行動

0
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小惑星探査機「はやぶさ2」

月面有人拠点建設のイメージ

©JAXA、東大など

©JAXA

日本の学校（左）と昭和基地（右）を衛星回線を使用してつなぐ「南極授業」の様子



野外観測の安全管理

あなたにも南極観測隊の一員として
活躍するチャンスがあります。

南極観測隊員の構成 ＊年次により構成は変わります。

観測隊長

観測系

設営系

基本観測

研究観測

定常観測：情報通信研究機構  気象庁  海上保安庁  国土地理院　
モニタリング観測：国立極地研究所

重点研究観測、一般研究観測、萌芽研究観測

機械：電気技術者、
　　　車両整備技術者、
　　　雪上車技術者、設備技術者、
　　　発電機技術者　 

通信：通信士　
調理：調理師　
医療：医師
環境保全：環境保全技術者　

多目的アンテナ技術者、
インテルサット衛星通信技術者、
建築・土木技術者、
装備・野外・安全管理担当、庶務

電気工事 環境保全 オーロラ観測 燃料管理

湖沼調査 医療

通信 車両整備

基地内での野菜栽培  環境省へ申請をし、昭和基地でも
野菜の栽培をしています。主な栽培方法は水耕栽培です。

地質調査



あらゆる分野の専門家が、南極に集まります。
南極観測は、南極地域観測統合推進本部（本部長：文

部科学大臣）のもと、各省庁や大学・研究機関、民間企業

等が加わったオールジャパン体制で推進されています。国

立極地研究所は、南極観測の実施中核機関として観測計

画の策定、観測隊の編成、昭和基地の維持管理に責任を

持っています。また、南極観測船「しらせ」の運行は、海上

自衛隊の任務になります。

南極観測隊は、観測系と設営系に大きく分かれます。観

測系は、定常観測を担当する情報通信研究機構、気象庁、

海上保安庁、国土地理院から派遣される隊員と、重点研究

観測や一般研究観測を担当する大学や研究機関の研究

者、それに、モニタリング観測を担当する公募によって選ば

れた隊員などから構成されます。設営系は、たとえば、基地

設備の維持や車両・機器類の整備、通信の確保、調理、

医療、建築など、観測隊の拠点となる基地での生活基盤を

維持することで、観測を支えます。あなた

が南極観測を支える専門的な知識と経

験、そして情熱をお持ちなら、観測隊員

になるのも夢ではありません。
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日本の南極観測実施体制

南極地域観測隊
（JARE）

隊員派遣

情報通信研究機構
気象庁
海上保安庁
国土地理院
国立極地研究所
大学／民間企業等

観測船 しらせ防衛省（海上自衛隊）

関係各省庁

学識経験者

本部長：文部科学大臣

本部委員

事務局：文部科学省

南極地域観測統合推進本部

南極観測隊は、越冬隊と夏隊に

分かれています。越冬隊は、毎年

11月下旬に日本を出発し、翌年は

丸1年を南極で過ごし、帰国は

翌々年の3月下旬になりますの

で、約1年4ヶ月日本を離れること

になります。一方夏隊は、越冬隊

と一緒に南極に向かいますが、越

冬隊より1年少ない約4ヶ月（12月

～2月）の活動になります。南極観

測隊員の選考は、関連機関からの

推薦のほか、一般公募も行ってい

ます。かつて、日本から昭和基地に

アクセスするには南極観測船が唯

一の手段でしたが、最近では航空

機によるアクセスも可能になりまし

た。日本も、一部の観測隊員を空

路で昭和基地に派遣しています。

観測隊の年間カレンダー 1月 2月 4月3月2月1月12月11月12月11月 10月9月8月7月6月5月4月3月

しらせしらせ

59次越冬隊

60次夏隊

南極の夏の時期は、昭和基地の人口は100人以上になり、　　夏の時期が終わると約30人になります。

60次越冬隊

61次越冬隊

61次夏隊

調理

気象観測建築

大気中の二酸化炭素とオゾンの分析

多目的アンテナ技術者

詳しくはこちらへ



www.nipr.ac.jp
1907G50000（N1）国立極地研究所   〒190-8518 東京都立川市緑町10-3
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